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宇宙開発用信頼性保証固定巻線（電力形、シャーシ取付）抵抗器 

ＮＡＳＤＡ ＲＥＳ４０形 

ＮＡＳＤＡ ＲＥＳ５０形 

個別仕様書 
 

１．総    則 

 

 １．１ 適用範囲 

        この仕様書は、宇宙開発用信頼性保証抵抗器（ＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０）内の固定巻線（電力形、 

       シャーシ取付）抵抗器（付則Ｈ）のＲＥＳ４０及び５０形（無誘導形）について規定する。 

 
 １．２ 部品番号 

        部品番号は、表 1に示す形状、抵抗値許容差、公称抵抗値によって分類し、次の例のように表す。 

        

        例） ＮＡＳＤＡ(1)     ＲＥＳ４０        Ｆ          １００１ 

   

                        形 状     抵抗値許容差    公称抵抗値 

                      （H.1.3.1項）    （H.1.3.2項）     （H.1.3.3項） 

 

        注(1)“ＮＡＳＤＡ”は、宇宙開発用共通部品等であることを示す。“Ｎ”と省略できる。 

 

表１  部 品 番 号 

項    目 
JAXA-QTS-2050 

適 用 条 項 
記    事 

形 状 Ｈ．１．３．１ ＲＥＳ４０，ＲＥＳ５０ 

抵 抗 値 許 容 差 Ｈ．１．３．２ Ｆ（±１％） 

公 称 抵 抗 値 Ｈ．１．３．３ 例：１０００・・・・１００Ω（４桁の数字で表す。） 

 

 １．３ 定  格 

       定格は表２による。 

 

表２  定     格 

項     目 
JAXA-QTS-2050 

要 求 事 項 
記    事 

使 用 温 度 範 囲

度 

Ｈ．３．５．２ －５５℃～＋２７５℃ 

定 格 周 囲 温 度 Ｈ．３．５．３ ２５℃ 

軽 減 曲 線 Ｈ．３．５．４ 図１及び図２参照 

形   状 － － ＲＥＳ４０ ＲＥＳ５０ 

公 称 抵 抗 値 範 囲  Ω Ｈ．３．５．１ 

最 低 抵 抗 値 0.51 0.51 

最 高 抵 抗 値 

公称線径 0.0315㎜ 
137 562 

定格電力（シャーシ取付）Ｗ(1) Ｈ．３．５．３ － ５ １５ 

定格電力 （自由空間 ）Ｗ Ｈ．３．５．３ － ３  ８ 

  注(1)シャーシ寸法は表３による。 
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表３  シャーシ寸法 

                                                              単位：ｍｍ 

形   状 長さ×幅×高さ 厚    さ 

ＲＥＳ４０ （１５２±３）×（１０１±３）×（５１×±３） １．０±０．１ 

ＲＥＳ５０ （１７８±３）×（１２７±３）×（５１×±３） １．０±０．１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項：（１）図１は抵抗器をシャーシに取り付け使用したときのシャーシ面積に対する負荷軽減曲線 

       である。 

   （２）使用周囲温度は２５℃を基準としている。 
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図２  負荷軽減曲線 
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２．適用文書など 
    適用文書はＪＡＸＡ―ＱＴＳ－２０５０の２．１項による。 

 

３．要求事項 

    要求事項はＪＡＸＡ―ＱＴＳ－２０５０のＨ．３項によるほか、次による。 

 

 ３．１ 性  能 

        性能は表４による。 

表４  性    能 

項    目 
JAXA-QTS-2050 

要 求 事 項 
性  能 

材 料 Ｈ．３．２ ＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０付則Ｈの要求のとおり 

外観、寸法、質量、表示 

など 
Ｈ．３．３ 図３及び表５による 

Ｄ Ｐ Ａ Ｈ．３．４．１ 品質保証プログラムで規定する条件に合致すること。 

抵 抗 値 Ｈ．３．６．１ 規定の抵抗値許容差以内 

抵 抗 温 度 特 性 Ｈ．３．６．２ 

抵抗値 １０－６／℃ 

１Ω未満 ±１００ 

１Ω～１９．６０Ω ±５０ 

２０Ω以上 ±３０ 

パワーコンディショニング Ｈ．３．６．３ 抵抗値の許容変化量 ±（０．２％＋０．０５Ω） 

耐 電 圧 Ｈ．３．６．４ 抵抗値の許容変化量 ±（０．２％＋０．０５Ω） 

絶 縁 抵 抗 Ｈ．３．６．５ １０，０００ＭΩ以上 

短 時 間 過 負 荷 Ｈ．３．６．６ 抵抗値の許容変化量 ±（０．３％＋０．０５Ω） 

リ ア ク タ ン ス Ｈ．３．６．７ 
直列インダクタンス 並列キャパシタンス 

０．５μＨ ５ｐＦ 

端 子 強 度 Ｈ．３．７．１ 抵抗値の許容変化量 ±（０．２％＋０．０５Ω） 

は ん だ 付 け 性 Ｈ．３．７．２ 端子の平坦部分 ９５％以上 

高 周 波 振 動 Ｈ．３．８．１．１ 抵抗値の許容変化量 ±（０．２％＋０．０５Ω） 

ラ ン ダ ム 振 動 Ｈ．３．８．１．２ 抵抗値の許容変化量 ±（０．２％＋０．０５Ω） 

衝 撃 Ｈ．３．８．２ 抵抗値の許容変化量 ±（０．２％＋０．０５Ω） 

耐 熱 性 Ｈ．３．８．３ 抵抗値の許容変化量 ±（０．５％＋０．０５Ω） 

熱 衝 撃 [ Ⅰ ] Ｈ．３．８．４．１ 抵抗値の許容変化量 ±（０．３％＋０．０５Ω） 

熱 衝 撃 [ Ⅱ ] Ｈ．３．８．４．２ 抵抗値の許容変化量 ±（０．７５％＋０．０５Ω） 

耐 湿 性 Ｈ．３．８．５ 
抵抗値の許容変化量 ±（０．５％＋０．０５Ω） 

絶 縁 抵 抗：１，０００ＭΩ以上 

耐 溶 剤 性 Ｈ．３．８．６ 表示に異常がないこと。 

低 温 貯 蔵 Ｈ．３．８．７ 抵抗値の許容変化量 ±（０．３％＋０．０５Ω） 

安 定 性 Ｈ．３．８．８ 抵抗値の許容変化量 ±（１．０％＋０．０５Ω） 

負 荷 寿 命 Ｈ．３．９．１ 抵抗値の許容変化量 
２,０００時間 ±（１．０％＋０．０５Ω） 

４,０００時間 ±（１．０％＋０．０５Ω） 
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表５  寸法、表示及び質量 

形      状 ＲＥＳ４０ ＲＥＳ５０ 

寸   法 ㎜ 

Ａ ±1.6 ２８．６ ４９．２ 

Ｂ ±0.3 １２．５ １９．８ 

Ｃ ±0.8  ２．０  ４．４ 

Ｄ ±0.3 １１．３ １８．３ 

Ｅ ±1.6 １５．２ ２７．０ 

Ｆ ±1.6  ６．８ １１．１ 

Ｇ ±1.6  ８．５ １３．５ 

Ｈ ±0.8  ６．２  ９．９ 

Ｊ ±0.8 １６．４ ２７．８ 

Ｋ ±0.1  ２．４  ３．２ 

Ｌ ±0.8  ８．１ １４．３ 

Ｍ ±1.6  ３．４  ７．１ 

Ｎ ±0.8  １．７  ２．４ 

Ｐ ±0.1  １．３  ２．２ 

Ｑ ±0.1  １．５  ２．０ 

Ｒ ＋0.5 

    0 
 ２．２  ３．６ 

質    量 ｇ 以下  ３．３ １６．５ 

表    示 

（最少の必要表示例） 

ＲＥＳ４０ 

Ｆ１００１ 

ＳＥＦ ０６３４（１） 

ＲＥＳ５０ 

Ｆ１００１ 

ＳＥＦ ０６３４（１） 

 注（１）ＳＥＦはセイデンテクノ(株)の略号を、数字は製造年週を表す。 

図３ 構造及び寸法 
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４．品質保証条項 

    品質保証条項はＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０のＨ．４項によるほか、次による。 

 

４．１ 工程内検査 

工程内検査はＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０の４．３項に従い、表６に規定する項目について実施する。 

表 6  工 程 内 検 査 

項    目 
JAXA-QTS-２０５０ 

要 求 事 項 

JAXA-QTS-２０５０ 

試 験 方 法 
試 料 数 

外 観 、 寸 法 Ｈ．３．３ Ｈ．４．４．２ 全数 

ス ポ ッ ト 溶 接 － － 全数 

耐 電 圧 試 験 － － 全数 

抵 抗 値 － － 全数 

 

  ４．２ 認定試験 

        認定試験はＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０のＨ．４．１項によるほか、表７による。 

表 7  認 定 試 験 

試    験 
要求事項 

項目番号 

試験方法 

項目番号 

合否判定 

群 
順

序 
項    目 試料数 

許容 

不良数（１） 

Ⅰ １ 
外観、寸法、質量、表示 

など（２） 
Ｈ.３．３ Ｈ．４．４．２ 

全数 ０ 

ⅠＡ 
１ パワーコンディショニング Ｈ．３．６．３ Ｈ．４．４．４．３ 

２ 抵 抗 値 Ｈ．３．６．１ Ｈ．４．４．４．１ 

ⅠＢ １ Ｄ Ｐ Ａ Ｈ．３．４．１ Ｈ．４．４．３．１ ２ ０ 

Ⅱ 

１ リ ア ク タ ン ス Ｈ．３．６．７ Ｈ．４．４．４．７ １２ 最高抵抗値 

 

 

 

 

 

２４ 

 

 

 
１２ １Ωまたは 

最低抵抗値のど 

ちらか高い方 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

    １ 

２ 抵 抗 温 度 特 性 Ｈ．３．６．２ Ｈ．４．４．４．２ 

３ 耐 熱 性 Ｈ．３．８．３ Ｈ．４．４．６．３ 

４ 低 温 貯 蔵 Ｈ．３．８．７ Ｈ．４．４．６．７ 

５ 耐 電 圧 Ｈ．３．６．４ Ｈ．４．４．４．４ 

６ 絶 縁 抵 抗 Ｈ．３．６．５ Ｈ．４．４．４．５ 

７ 熱 衝 撃 [ Ⅰ ]（４） Ｈ．３．８．４．１ Ｈ．４．４．６．４．１ 

８ 短 時 間 過 負 荷 Ｈ．３．６．６ Ｈ．４．４．４．６ 

９ 耐 湿 性 Ｈ．３．８．５ Ｈ．４．４．６．５ 

10 端 子 強 度 Ｈ．３．７．１ Ｈ．４．４．５．１ 

Ⅲ 

１ 衝 撃 Ｈ．３．８．２ Ｈ．４．４．６．２ １０ 最高抵抗値 

２０  １０ １Ωまたは 

最低抵抗値のど 

ちらか高い方 

1 ２ 高 周 波 振 動 Ｈ．３．８．１．１ Ｈ．４．４．６．１．１ 

３ 熱 衝 撃 [ Ⅱ ]（４） Ｈ．３．８．４．２ Ｈ．４．４．６．４．２ 

Ⅳ １ ラ ン ダ ム 振 動 Ｈ．３．８．１．２ Ｈ．４．４．６．１．２ 

１０ 最高抵抗値 

２０  １０ １Ωまたは 

最低抵抗値のど 

ちらか高い方 
1 
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表 7  認 定 試 験（続き） 

試    験 
要求事項 

項目番号 

試験方法 

項目番号 

合否判定 

群 
順

序 
項    目 試料数 

許容 

不良数（１） 

Ⅴ １ 負 荷 寿 命 Ｈ．３．９．１ Ｈ．４．４．７．１ 

  ７７ 最高抵抗値 

231 ７７ １ＫΩ 

７７ １Ωまたは 

最低抵抗値のど 

ちらか高い方 

０ 

Ⅵ １ 安 定 性 Ｈ．３．８．８ Ｈ．４．４．６．８ 

      ９ 最高抵抗値 

２７   ９ １ＫΩ 

９ １Ωまたは 

最低抵抗値のど 

ちらか高い方 

１ 

Ⅶ 
１ は ん だ 付 け 性 Ｈ．３．７．２ Ｈ．４．４．５．２ 

１０ （任意の抵抗値） ０ 
２ 耐 溶 剤 性 Ｈ．３．８．６ Ｈ．４．４．６．６ 

－ １ 材 料 Ｈ．３．２ － （３） 

  注（１）１個の試料が、同じ試験群に属する試験項目の２つ以上の項目で不合格であっても、不良数は１個と数 

える。 

   （２）寸法及び質量についてはＪＩＳ Ｚ ９０１５－１の“通常検査水準Ⅱ”、ＡＱＬ １．０％で判定する。 

   （３）設計仕様を満足していることを証明する資料を提出すること。 

   （４）負荷条件は「定格電力の 50%に相当する直流電圧又は交流電圧」とする。 

 

 ４．３ 品質確認試験 

品質確認試験はＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０のＨ．４．２項によるほか、表８、表９及び表１０による。 

 

表８  品質確認試験（グループＡ） 

試  験 
要求事項 

項目番号 

試験方法 

項目番号 

合否判定 

群 
順

序 
項  目 試料数 

許容 

不良数（２） 

Ａ１ 
１ パワーコンディショニング Ｈ．３．６．３ Ｈ．４．４．４．３ 

全数 ０ ２ 抵 抗 値 Ｈ．３．６．１ Ｈ．４．４．４．１ 

Ａ２ １ 
外観、寸法、質量、表示 

など（３） 
Ｈ．３．３ Ｈ．４．４．２ 

Ａ３ 

（１） 
１ Ｄ Ｐ Ａ Ｈ．３．４．１ Ｈ．４．４．３．１ ２ ０ 

Ａ４ 

（１） 

１ リ ア ク タ ン ス Ｈ．３．６．７ Ｈ．４．４．４．７ 

１０ ０ 

２ 抵 抗 温 度 特 性 Ｈ．３．６．２ Ｈ．４．４．４．２ 

３ 耐 電 圧 （大 気 圧 ） Ｈ．３．６．４ Ｈ．４．４．４．４．１ 

４ 絶 縁 抵 抗 Ｈ．３．６．５ Ｈ．４．４．４．５ 

５ 熱 衝 撃 [ Ⅰ ]（４） Ｈ．３．８．４．１ Ｈ．４．４．６．４．１ 

注（１）群Ａ３及び群Ａ４試験は定数抜取りとし、群Ａ４試験の試料は、製品の中で最も高い抵抗値から選ぶものと 

する。 

（２）１個の試料が、同じ試験群に属する試験項目の２つ以上の項目で不合格であっても、不良数は１個と数 

える。 

（3）寸法及び質量についてはＪＩＳ Ｚ ９０１５－１の“通常検査水準Ⅱ”、ＡＱＬ １．０％で判定する。 

（４）負荷条件は「定格電力の 50%に相当する直流電圧又は交流電圧」とする。 
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表９  品質確認試験（グループＢ） 

試  験 
要求事項 

項目番号 

試験方法 

項目番号 

合否判定 

群 
順

序 
項  目 試料数 

許容 

不良数 

Ｂ１ 

１ 耐 熱 性 Ｈ．３．８．３ Ｈ．４．４．６．３ 

１０ ０ 

２ 低 温 貯 蔵 Ｈ．３．８．７ Ｈ．４．４．６．７ 

３ 短 時 間 過 負 荷 Ｈ．３．６．６ Ｈ．４．４．４．６ 

４ 耐 湿 性 Ｈ．３．８．５ Ｈ．４．４．６．５ 

５ 端 子 強 度 Ｈ．３．７．１ Ｈ．４．４．５．１ 

Ｂ２ １ 負 荷 寿 命 Ｈ．３．９．１ Ｈ．４．４．７．１ １０ ０ 

Ｂ３ １ 安 定 性 Ｈ．３．８．８ Ｈ．４．４．６．８ １０ ０ 

Ｂ４ 
１ は ん だ 付 け 性 Ｈ．３．７．２ Ｈ．４．４．５．２ 

８ ０ 
２ 耐 溶 剤 性 Ｈ．３．８．６ Ｈ．４．４．６．６ 

 

 

表１０  品質確認試験（グループＣ） 

試  験 
要求事項 

項目番号 

試験方法 

項目番号 

合否判定 

群 
順

序 
項  目 試料数 

許容 

不良数 

Ｃ１ １ ラ ン ダ ム 振 動 Ｈ．３．８．１．２ Ｈ．４．４．６．１．２ １０ ０ 

Ｃ２ 

１ 衝 撃 Ｈ．３．８．２ Ｈ．４．４．６．２ 

１０ ０ ２ 高 周 波 振 動 Ｈ．３．８．１．１ Ｈ．４．４．６．１．１ 

３ 熱 衝 撃 [ Ⅱ ]（１） Ｈ．３．８．４．２ Ｈ．４．４．６．４．２ 

注（１）負荷条件は「定格電力の 50%に相当する直流電圧又は交流電圧」とする。 

 

 

 ４．４ 長期保管 

        長期保管については JAXA-QTS-２０５０の４．７項による。 

但し、調達者における保管処置については引き渡された包装状態のまま、常温常湿 (15℃～35℃、

45%RH～75%RH)での保管を可とするが、直接床置きする等の保管は行わない。入荷後、12 ケ月以上経

過した製品は製造元における再検査を受検することが望ましい。 

 

 ４．５ 試験及び検査の変更 

        熱衝撃［Ⅰ］及び熱衝撃［Ⅱ］の試験を変更する。 

        ａ）変更内容 JAXA-QTS-２０５０付則 Hは「定格電力の 50%に相当する直流電圧」と規定されているが、

「直流電圧又は交流電圧」で試験を可能とする。 

        b)変更理由 同一製品に同じ負荷率の直流電圧又は交流電圧を印加した場合、その発熱量は等価であ

り試験条件として直流印加と交流印加に差異はないため。 
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５． 引渡しの準備 
     引渡し準備はＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０の５項による。 

 

６． 注意事項 
     注意事項はＪＡＸＡ－ＱＴＳ－２０５０の６項による。 
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